
＜農産園芸課＞
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ス マ ー ト 農 業 技 術 の 実 装 や 生 産 の 分 業 化 、 団 地 化 等 に よ る 、 生 産 性
の 高 い 産 地 づ く り に 取 り 組 む と と も に 、 気 象 災 害 等 の 危 機 事 象 に 強
く 持 続 可 能 な 産 地 づ く り を 進 め ま す 。

－ 農 産 園 芸 課 －

１ 重 点 目 標

① ス マ ー ト 農 業 技 術 の 実 装 等 に よ る 生 産 性 の 高 い 産 地 づ く り
② 需 要 に 対 応 し た 水 田 農 業 の 推 進
③ 需 要 に 対 応 し た 畑 作 農 業 の 推 進
④ 生 産 性 の 高 い 施 設 園 芸 産 地 づ く り の 推 進 と 実 需 者 ニ ー ズ に 対 応 で き る 生 産 体 制 の 構 築
⑤ 生 産 性 の 高 い 露 地 園 芸 産 地 づ く り の 推 進 と 加 工 業 務 用 ニ ー ズ に 対 応 で き る 生 産 体 制 の 構 築
⑥ 危 機 事 象 に 強 く 持 続 可 能 な 産 地 づ く り

２ 令 和 ５ 年 度 事 業 の 概 要

① ス マ ー ト 農 業 技 術 の 実 装 等 に よ る 生 産 性 の 高 い 産 地 づ く り

○ ス マ ー ト 農 業 等 生 産 団 地 創 出 支 援 事 業 （ ９９ ㌻ ） ２ ４ ， ６ ７ ４ 千 円 【 生 産 振 興 企 画 担 当 】
産 地 力 の 低 下 や 需 要 の 変 化 に 対 応 す る た め 、 地 域 の 特 徴 に 応 じ た 農 業 生 産 団 地 の 計 画 づ

く り か ら 具 現 化 ま で の 手 法 を 構 築 し 、市 町 村 と の 連 携 に よ る 産 地 の 構 造 改 革 を 加 速 さ せ る 。

○ 宮 崎 の 農 業 「 強 い 産 地 づ く り 」 対 策 事 業 （ １０４ ㌻ ）
１ ， ３ ２ ５ ， ４ ２ ２ 千 円 【 生 産 振 興 企 画 担 当 、 畑 作 農 業 担 当 】

農 産 物 の 高 付 加 価 値 化 や 産 地 の 収 益 力 向 上 、 生 産 基 盤 の 強 化 等 を 図 る た め 、 農 業 者 は も
と よ り 関 係 機 関 ・ 団 体 が 緊 密 な 連 携 を 図 り つ つ 、 園 芸 用 ハ ウ ス や 集 出 荷 貯 蔵 施 設 の 整 備 な
ど を 総 合 的 に 支 援 す る 。

○改 み や ざ き デ ジ タ ル 施 設 園 芸 産 地 構 築 事 業 （ １００ ㌻ ） ４ ８ ， ９ ９ ４ 千 円 【 施 設 園 芸 担 当 】
施 設 園 芸 に お け る デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し た 栽 培 環 境 の 最 適 化 に よ り 、 生 産 者 の 収 量 向 上

を 推 進 す る 。
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② 需 要 に 対 応 し た 水 田 農 業 の 推 進

○ み や ざ き 水 田 農 業 確 立 推 進 体 制 整 備 事 業 （ １０２ ㌻ ） １ ７ ２ ， ９ ７ ９ 千 円 【 水 田 農 業 担 当 】
米 政 策 の 見 直 し を 踏 ま え 、 主 食 用 米 と 加 工 用 米 や Ｗ Ｃ Ｓ 用 稲 等 の バ ラ ン ス の 取 れ た 米 生

産 や 、地 域 に 適 し た 高 収 益 作 物 等 の 導 入 に よ る 作 物 作 付 の ベ ス ト ミ ッ ク ス 実 現 を 図 る た め 、
国 の 経 営 所 得 安 定 対 策 等 の 制 度 を 最 大 限 に 活 用 し 、 担 い 手 ・ 農 地 対 策 等 と も 連 携 し た 県 推
進 体 制 の 整 備 や 地 域 推 進 活 動 へ の 支 援 に 取 り 組 む 。

○ 土 地 利 用 型 農 業 産 地 再 編 ・ 強 化 対 策 事 業 （ １０５ ㌻ ） １ ０ ， ５ ０ ４ 千 円 【 水 田 農 業 担 当 】
水 田 を 中 心 に 担 い 手 の 減 少 等 に よ る 本 県 農 業 の 生 産 力 低 下 や 産 地 縮 小 が 懸 念 さ れ る た

め 、耕 種 農 業 の 産 出 額 ア ッ プ に 向 け 、土 地 利 用 型 経 営 体 の 規 模 拡 大 を 促 進 す る こ と に よ り 、
大 規 模 経 営 体 を 核 と し た 本 県 土 地 利 用 型 農 業 の 産 地 再 編 を 図 る 。

③ 需 要 に 対 応 し た 畑 作 農 業 の 推 進

○ 持 続 可 能 な 茶 生 産 を め ざ す 産 地 再 生 支 援 事 業 （ １０８ ㌻ ）
１ ５ ， ０ ３ ７ 千 円 【 畑 作 農 業 担 当 】

契 約 取 引 や 産 地 一 体 と な っ た 売 れ る 茶 産 地 へ の 転 換 を 行 う た め 、 各 地 域 の 実 情 に 応 じ た
産 地 再 生 ビ ジ ョ ン を 策 定 し 、 ビ ジ ョ ン の 具 現 化 に 必 要 な 産 地 再 編 や 販 路 拡 大 等 の 対 策 を 支
援 し 、 持 続 可 能 な 茶 産 地 を 育 成 す る 。
ま た 、 県 外 市 場 等 で の 取 引 定 着 や 、 茶 園 の 若 返 り に よ る 優 良 園 地 の 育 成 に よ り 、 農 家 経

営 の 安 定 を 図 る 。

④ 生 産 性 の 高 い 施 設 園 芸 産 地 づ く り の 推 進 と 実 需 者 ニ ー ズ に 対 応 で き る 生 産 体 制 の 構 築

○新 未 来 へ 繋 ぐ 施 設 園 芸 ス タ イ ル シ フ ト 推 進 事 業 （ １０６ ㌻ ）
３ ４ ， ５ ０ ８ 千 円 【 施 設 園 芸 担 当 】

化 石 燃 料 や 輸 入 資 源 に 過 度 に 依 存 し な い 施 設 園 芸 経 営 へ の 移 行 や 果 樹 ・ 花 き の 生 産 力 強
化 を 支 援 す る 。

○ 脱 炭 素 を め ざ す 省 エ ネ 型 施 設 園 芸 設 備 導 入 推 進 事 業 （ １０９ ㌻ ）
１ ４ ， ５ ０ ０ 千 円 【 施 設 園 芸 担 当 】

環 境 負 荷 を 軽 減 し 、 将 来 に わ た り 持 続 可 能 な 食 料 の 生 産 ・ 供 給 体 制 を 構 築 す る た め 、 燃
油 に 依 存 し な い 加 温 技 術 や 高 収 益 技 術 の 実 証 ・ 導 入 な ど 脱 炭 素 に 向 け た 取 組 を 支 援 す る 。

○ 青 果 物 価 格 安 定 対 策 事 業 （ １１０ ㌻ ） ２ ０ ７ ， ３ ７ ５ 千 円 【 施 設 園 芸 担 当 】
野 菜 の 価 格 の 低 落 時 に 、 生 産 者 へ 価 格 差 補 給 交 付 金 を 交 付 し 、 農 家 経 営 の 安 定 と 計 画 的

出 荷 体 制 を 確 保 す る 。
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⑤ 生 産 性 の 高 い 露 地 園 芸 産 地 づ く り の 推 進 と 加 工 業 務 用 ニ ー ズ に 対 応 で き る 生 産 体 制 の 構 築

○ み や ざ き の 優 良 種 苗 供 給 体 制 構 築 事 業 （ １１１ ㌻ ） ５ ， ６ １ ５ 千 円 【 露 地 園 芸 担 当 】
本 県 野 菜 ・ 果 樹 類 の 優 良 種 苗 の 安 定 供 給 体 制 を 構 築 す る た め 、 県 内 種 苗 業 者 等 と 産 地 に

よ る ネ ッ ト ワ ー ク の 整 備 や 機 械 ・ 設 備 等 の 導 入 を 支 援 す る 。

○新 加 工 ・ 業 務 用 野 菜 日 本 一 産 地 確 立 事 業 （ １１２ ㌻ ） ９ ， ３ ６ ０ 千 円 【 露 地 園 芸 担 当 】
産 地 を 担 う 大 規 模 経 営 体 の 生 産 性 向 上 と 、 大 規 模 経 営 体 等 が 核 と な っ た D X 技 術 等 を 活

用 し た 分 業 化 の 推 進 に よ り 、 加 工 ・ 業 務 用 野 菜 産 地 の 持 続 的 な 発 展 を 図 る 。

⑥ 危 機 事 象 に 強 く 持 続 可 能 な 産 地 づ く り

○ 農 業 用 ハ ウ ス 強 靭 化 緊 急 対 策 事 業 （ １１６ ㌻ ） ４ １ ， ９ ０ ０ 千 円 【 施 設 園 芸 担 当 】
自 然 災 害 発 生 に 予 め 備 え 、 災 害 に 強 い 産 地 を 形 成 す る た め 、 園 芸 産 地 に お け る 非 常 時 の

対 応 能 力 向 上 に 向 け た 複 数 農 業 者 に よ る 事 業 継 続 計 画 （ B C P ） の 策 定 を 支 援 す る と と も に 、
B C P の 実 行 に 必 要 な 体 制 整 備 や B C P の 実 践 に 必 要 な ハ ウ ス の 補 強 等 の 取 組 を 支 援 す る 。

○改 サ ツ マ イ モ 基 腐 病 対 策 強 化 事 業 （ １１４ ㌻ ） ５ ， ０ ０ ５ 千 円 【 畑 作 農 業 担 当 】
サ ツ マ イ モ 基 腐 病 の 効 果 的 な 防 除 対 策 と し て 、 か ん し ょ 以 外 の 作 物 と の 交 換 耕 作 や 地

域 輪 作 、 健 全 苗 の 安 定 生 産 等 を 推 進 す る 。

農 産 園 芸 課
直 通 電 話 番 号 ０ ９ ８ ５ － ２ ６ － ７ １ ３ ５
Ｆ Ａ Ｘ 番 号 ０ ９ ８ ５ － ２ ６ － ７ ３ ３ ８
Ｅ － m a i l n o s a n e n g e i @ p r e f . m i y a z a k i . l g . j p
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令和５年度～令和７年度事業の期間

みやざきデジタル施設園芸産地構築事業改

農産園芸課 ４８，９９４千円
【財源：国庫、一般財源】

施設園芸におけるデジタル技術を活用した栽培環境の最適化により生産者の収量向上を図る。

事業の目的

⑴ 事業内容
① データ駆動型施設園芸推進事業
・令和４年に収集したデータ共有基盤に蓄積するハウス内環境データ等の維持・増大
② データ共有基盤活用実証事業
・データ共有基盤と連結する環境測定機器や測定項目の拡充に向けた実証
・ＡＩ分析などデータ共有基盤の機能拡充 等

⑵ 事業の仕組み

①②県 民間企業等

⑶ 成果指標
プロジェクト参加農家の反収
現状（令和４年）きゅうり １８ｔ／１０ａ → 令和７年 ２５ｔ／１０ａ

ピーマン １１ｔ／１０ａ → 令和７年 １８ｔ／１０ａ

事業の概要

委託
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みやざきデジタル施設園芸産地構築事業【別紙】

① データ駆動型施設園芸推進事業

・データ共有基盤の維持や生産者の増加に
伴うハウス内環境データ等の増大

データの収集
（環境観測機器）

データ蓄積

提供
指導員：
技術的助言

簡易分析
ツール

生産者

データの収集 データ蓄積

提供・提案
指導員：技術的助言

高度分析
ツール

生産者
生産者
の拡大

測定する環境
データの追加

蓄積データの
増大

分析の
高度化

データ共有基盤
と連結する環境
測定機器の追加

出荷
予測

データ共有基盤

② データ共有基盤活用実証事業

・データ共有基盤に追加する各種データとの連係実証
環境データ（かん水量、画像 等）、環境測定機器
・生産者に提供する画面の開発・拡張
・蓄積データのＡＩ分析

【環境測定機器】（イメージ）

収量ＵＰ！

改

データ共有基盤
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⑴ 事業内容
① 県推進体制強化事業（補助率 定額）
・県農業再生協議会を中心とした取組を支援

○需要に応じた米生産の推進
○耕畜連携の推進
○高収益作物の導入
○水田活用の直接支払交付金の対象水田見直しに関わる対応等に向けた推進体制の整備 等

② 経営所得安定対策等推進事業（補助率 定額）
・経営所得安定対策の推進に対する支援

○申請受付、現地確認、電算入力などの推進事務の実施

⑵ 事業の仕組み

①県 JA宮崎中央会、宮崎県農業再生協議会 ②県 地域農業再生協議会

⑶ 成果指標
水稲作付面積の維持 現状（令和３年）23,100ha → 令和７年 23,000ha
水田利用率の向上 現状（令和３年） 120% → 令和７年 126%

事業の概要

みやざき水田農業確立推進体制整備事業

令和５年度～令和７年度事業の期間

農産園芸課 １７２，９７９千円
【財源：国庫、一般財源】

補助 補助

事業の目的

需要に応じた生産・販売の取組を通した水田農業の収益性向上のため、主食用米や飼料用米等によるバラ
ンスの取れた米生産や、耕畜連携の推進、高収益作物の導入等を図る。
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みやざき水田農業確立推進体制整備事業【別紙】

生産者

地域農業再生協議会県農業再生協議会

情報
提供

情報収集

連 携

需要に応じた生産実需者

課題
把握

○需要に応じた米の生産支援

・主食用米作付けの目安、各種生産流通方針の提示

・地域の特性に応じた高収益作物の推進

○耕畜連携の推進

・耕種側・畜産側との連携推進

○水田活用の直接支払交付金の見直しへの対応

・地域キャラバンによる課題の把握

・各種支援策の農家への周知

○経営所得安定対策の推進に対する支援

・ 農業者の申請受付

・ eMAFFへのデータ移行

・ 水田情報システムの運用

・ 交付金の実績集計 等

①県推進体制強化事業 ②経営所得安定対策等推進事業

国

指導・支援

県農業再生協議会

地域農業再生協議会

市町村

県

指導・支援

指導・支援

生産者

取組申請

情報収集
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令
和
５
年
度
新
規
・
重
点
事
業
説
明
資
料

（
農

政
水

産
部
）

新
規

・
改

善
・
既

定

事
業

名
宮

崎
の

農
業
「

強
い

産
地
づ

く
り

」
対
策

課
名

農
産

園
芸
課

事
業

国
庫

・
県
単

１
事
業
の

目
的

・
背
景

農
産
物

の
高

付
加
価

値
化

や
産
地

の
収

益
力
向

上
、
生

産
基

盤
の
強

化
等

を
図
る

た
め

、
農
業

者
は
も
と

よ
り

関
係
機

関
・

団
体
が

緊
密

な
連
携

を
図
り

つ
つ

、
園
芸

用
ハ

ウ
ス
や

集
出

荷
貯
蔵

施
設
の
整

備
な

ど
を
総

合
的

に
支
援

す
る

。

２
事
業
の

概
要

１
，
３

２
５
，

４
２

２
千
円

（
１

）
予

算
額

国
庫

：
１
，
３

２
４

，
６
８

２
千
円

一
般
財
源

：
７

４
０

千
円

（
２

）
財

源

令
和

３
年
度
～

令
和

５
年
度

（
３

）
事
業

期
間

農
業
団

体
、
市

町
村

、
農
業

者
等
、

県
（
４

）
事
業

主
体

（
５

）
事
業

内
容

①
強

い
農

業
・
産

地
力

強
化
対

策
事

業
（
国

１
／
２

以
内

）
１

，
３
２

４
，

６
８
２

千
円

生
産
技

術
の
高

度
化

、
農
産

物
の

集
出
荷

・
処
理

加
工

体
制
の

合
理

化
等

に
必
要

な
施
設

整
備

や
リ

ー
ス
方

式
に

よ
る
農

業
機

械
の
導

入
等
を

支
援

②
県

推
進

事
業

７
４
０

千
円

３
事
業
効

果

《
産
地

収
益

力
の
強

化
に

取
り
組

む
産

地
数

12産
地

／
３

か
年
》

施
設
整

備
・

再
編
等

の
取

組
に
よ

り
、

産
地
収

益
力
の

強
化

が
図
ら

れ
る

。
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令
和
５
年
度
新
規
・
重
点
事
業
説
明
資
料

（
農
政
水
産
部
）

新
規
・
改
善
・
既
定

事
業
名

土
地
利
用
型
農
業
産
地
再
編
・
強
化
対
策

課
名

農
産
園
芸
課

事
業

国
庫
・
県
単

１
事
業
の
目
的
・
背
景

水
田
を
中
心
に
担
い
手
の
減
少
等
に
よ
る
本
県
農
業
の
生
産
力
低
下
や
産
地
縮
小
が
懸
念
さ
れ

る
た
め
、
耕
種
農
業
の
産
出
額
ア
ッ
プ
に
向
け
、
土
地
利
用
型
経
営
体
の
規
模
拡
大
を
促
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
大
規
模
経
営
体
を
核
と
し
た
本
県
土
地
利
用
型
農
業
の
産
地
再
編
を
図
る
。

２
事
業
の
概
要

１
０
，
５
０
４
千
円

（
１
）
予

算
額

一
般
財
源
：
１
０
，
５
０
４
千
円

（
２
）
財

源

令
和
４
年
度
～
令
和
６
年
度

（
３
）
事
業
期
間

農
業
再
生
協
議
会
、
生
産
者
組
織
等
、
県

（
４
）
事
業
主
体

（
５
）
事
業
内
容

①
土
地
利
用
型
農
業
規
模
拡
大
促
進
事
業
（
定
額
）

６
，
４
９
５
千
円

規
模
拡
大
を
目
指
す
土
地
利
用
型
経
営
体
を
対
象
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
置
や
規
模
拡

大
、
収
益
力
向
上
の
取
組
等
を
支
援

②
大
規
模
経
営
体
育
成
加
速
化
事
業
（
１
／
２
以
内
、
１
／
３
以
内
）

３
，
５
７
５
千
円

大
規
模
土
地
利
用
型
経
営
体
の
育
成
・
拡
大
に
向
け
、
大
規
模
営
農
計
画
の
提
案
や
達
成

に
向
け
た
実
践
を
支
援

③
県
推
進
事
務
費

４
３
４
千
円

３
事
業
効
果

《
大
規
模
経
営
体
の
育
成
数
（
水
稲
30
ha、

露
地
野
菜
100h

a規
模
）

令
和
３
年
度

1
7経

営
体

→
令
和
６
年
度

25経
営
体
》

本
県
耕
種
農
業
を
担
う
大
規
模
経
営
体
の
育
成
・
拡
大
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
土
地
利
用
型
営
農
等
の
実
現
が
図
ら
れ
、
産
出
額
の
向
上
に
寄
与
す

る
。
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未来へ繋ぐ施設園芸スタイルシフト推進事業新

令和５年度～令和７年度事業の期間

農産園芸課 ３４，５０８千円
【財源：一般財源】

化石燃料や輸入資源に過度に依存しない施設園芸経営への移行や果樹・花きの生産力強化を図る。

事業の目的

⑴ 事業内容
① 生産基盤シフト事業

・施肥・かん水等のスマート化（補助率 １／２以内）
・ハウスの長寿命化（補助率 １／３以内）
・民間企業等との連携による新技術の実証

② 果樹・花き生産力強化事業（補助率 １／２、１／３以内）
・簡易選果機導入等による果樹の品質向上や協議会を通じた

花き生産者組織の活性化

⑵ 事業の仕組み
①県 営農集団、民間企業等 ②県 協議会、営農集団等

⑶ 成果指標
事業実施主体における重油、化学肥料、化学農薬いずれかの使用量を１割削減
施設果樹・花き生産量の10％向上 果樹： 4.6千トン(Ｒ２) →      5.06千トン(Ｒ７)

花き：63,354千本 (Ｒ２)  →  69,689千本 (Ｒ７)

事業の概要

補助・委託 補助

【肥料価格の高騰】

【果樹・花き農業産出額の低下】
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未来へ繋ぐ施設園芸スタイルシフト推進事業【別紙】

①生産基盤シフト事業
・ 適正施肥・かん水等のスマート化 ⇨ 肥料・農薬使用量を削減

〇 土壌環境の見える化による効果的なかん水と追肥、農薬を使用しない害虫防除

自動かん水・液肥混入機 新防虫ネット

・ 民間企業等との連携による新技術の実証
⇨ 周年安定供給の推進

②果樹・花き生産力強化事業

・ 果樹・花き振興品目の生産力強化対策 ⇨ 省力・高品質化、生産者組織の活性化

花育活動の支援簡易選果機導入支援 輸出産地の育成支援

・モデル地区を設置
・効果の検証・普及

・ ハウスの長寿命化 ⇨ 既存ハウスの有効活用

既存ハウスの改修

ポータブル土壌診断機器（pH・EC計）
による指導

新品種導入の支援

循環式簡易養液栽
培システム など

新
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令
和
５
年
度
新
規
・
重
点
事
業
説
明
資
料

（
農

政
水

産
部

）

（
み
や
ざ
き
農
水
産
業
グ
リ
ー
ン
化
推
進
事
業
）

新
規

・
改

善
・
既

定

事
業

名
持

続
可

能
な
茶

生
産

を
め
ざ

す
産

地
再
生

課
名

農
産

園
芸
課

支
援
事

業
国
庫

・
県
単

１
事
業

の
目
的

・
背
景

契
約
取

引
や

産
地
一

体
と

な
っ
た

売
れ

る
茶
産

地
へ
の

転
換

を
行
う

た
め

、
各
地

域
の

実
情

に

応
じ
た

産
地
再

生
ビ
ジ

ョ
ン

を
策
定

し
、

ビ
ジ
ョ

ン
の

具
現
化

に
必
要

な
産

地
再
編

や
販

路
拡
大

等
の
対
策

を
支

援
す
る

こ
と

で
、
持

続
可

能
な
茶

産
地

を
育
成

す
る
と

と
も

に
、
茶

園
の

若
返

り

に
よ
る

優
良
園

地
の
育

成
に

よ
り

、
農
家

経
営

の
安
定

を
図
る

。

２
事
業

の
概
要

（
１

）
予

算
額

１
５

，
０
３
７

千
円

（
２

）
財

源
国

庫
：

３
，
３

９
５

千
円

一
般
財

源
：

１
１

，
６
４

２
千
円

（
３

）
事
業

期
間

令
和

４
年
度

～
令
和

６
年
度

（
４

）
事
業

主
体

市
町
村

、
営
農

集
団

、
Ｊ
Ａ

、
宮
崎

県
茶

業
協
会

、
県

等

（
５

）
事
業

内
容

①
産

地
再

生
ビ
ジ

ョ
ン

実
現
事

業
（

定
額

、
１
／
２

・
１

／
３
以

内
）

６
，

７
９

０
千
円

地
域

の
実
情

に
応
じ

た
産
地

再
生

ビ
ジ
ョ

ン
の

策
定

と
具
現
化

に
必

要
な
取

組
へ

の
支
援

②
生

産
者

組
織
支

援
事

業
（
定

額
、

１
／
２

以
内

）
６
，

４
３

７
千
円

産
地
再

生
ビ
ジ

ョ
ン

の
実
現

に
向

け
た

県
域

の
取

組
強

化
や
事

務
局

運
営

に
係
る

支
援

③
県

推
進

事
業

（
県
推

進
事
務

費
）

１
，

８
１

０
千
円

全
国
茶

品
評
会

の
受

賞
に
向

け
た

製
造
研

修
会

や
販
路

拡
大

･
事
例
調

査
に

係
る
経

費

３
事
業
効

果

産
地
再

生
ビ

ジ
ョ
ン

に
よ

り
地
域

の
課

題
や
将

来
像

が
明
確

に
な
る

と
と

も
に

、
地
域

の
実
情

に
応
じ
た

再
編

が
図
ら

れ
る

こ
と
で

、
持

続
可
能

な
茶
産

地
が

育
成

で
き
る

。
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令
和
５
年
度
新
規
・
重
点
事
業
説
明
資
料

（
農

政
水

産
部
）

新
規

・
改

善
・
既

定
（
み
や
ざ
き
農
水
産
業
グ
リ
ー
ン
化
推
進
事
業
）

事
業

名
脱

炭
素

を
め
ざ

す
省

エ
ネ
型

施
設

園
芸
設

課
名

農
産

園
芸
課

備
導
入

推
進
事

業
国
庫

・
県
単

１
事
業
の

目
的

・
背
景

環
境
負

荷
を

軽
減
し

、
将

来
に
わ

た
り

持
続
可

能
な
食

料
の

生
産
・

供
給

体
制

を
構
築

す
る
た

め
、
燃
油

に
依

存
し
な

い
加

温
技
術

や
高

収
益
技

術
の
実

証
・

導
入
な

ど
脱

炭
素

に
向
け

た
取
組

を
支
援
す

る
。

２
事
業
の

概
要

１
４

，
５
０
０

千
円

（
１

）
予

算
額

国
庫

：
１
４
，

５
０

０
千
円

（
２

）
財

源

令
和

４
年
度
～

令
和

６
年
度

（
３

）
事
業

期
間

協
議
会

等
（
４

）
事
業

主
体

（
５

）
事
業

内
容

○
脱

炭
素

技
術
検

証
・

導
入
推

進
（

１
／
２

以
内
）

１
４

，
５
０
０

千
円

国
・
民

間
企
業

が
開

発
す
る

新
た

な
技
術

の
検
証

を
行

い
、
化

石
燃

料
の
使

用
量

削
減
に

つ
な

が
る

省
エ
ネ

技
術

の
導
入

を
支

援

３
事
業
効

果

《
CO

削
減
量

令
和

６
年
度

1,
800

t／
年
》

2

新
技

術
の

検
証

に
よ

り
本

県
の

施
設

園
芸

に
適

し
た

技
術

の
導

入
が

推
進

さ
れ

る
と

と
も

に
、
省
エ

ネ
機

器
等
の

導
入

に
よ
り

、
脱

炭
素
の

取
組

推
進
が

図
ら

れ
る
。
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令
和
５
年
度
新
規
・
重
点
事
業
説
明
資
料

（
農
政
水
産
部
）

新
規
・
改
善
・
既
定

事
業
名

青
果
物
価
格
安
定
対
策
事
業

課
名

農
産
園
芸
課

国
庫
・
県
単

１
事
業
の
目
的
・
背
景

近
年
頻
発
す
る
気
象
災
害
や
施
設
栽
培
に
お
け
る
燃
油
価
格
の
高
騰
等
に
よ
り
農
家
経
営
は

不
安
定
に
な
り
や
す
く
、
消
費
地
へ
の
野
菜
の
安
定
的
な
供
給
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
野
菜
の

価
格
の
低
落
時
に
、
生
産
者
へ
価
格
差
補
給
交
付
金
を
交
付
し
、
農
家
経
営
の
安
定
と
計
画
的
出
荷

体
制
を
確
保
す
る
。

２
事
業
の
概
要

２
０
７
，
３
７
５
千
円

（
１
）
予

算
額

一
般
財
源
：
２
０
７
，
３
７
５
千
円

（
２
）
財

源

①
指
定
野
菜
生
産
出
荷
安
定
資
金
造
成
事
業

昭
和
４
８
年
度
～

（
３
）
事
業
期
間

②
契
約
野
菜
安
定
供
給
事
業

平
成
１
４
年
度
～

③
特
定
野
菜
等
価
格
安
定
対
策
事
業

昭
和
５
２
年
度
～

④
み
や
ざ
き
特
産
野
菜
価
格
安
定
対
策
事
業

平
成

９
年
度
～

⑤
野
菜
産
地
経
営
安
定
強
化
支
援
事
業

令
和

５
年
度
～
令
和
７
年
度

（
公
財
）
宮
崎
県
青
果
物
資
金
協
会

（
４
）
事
業
主
体

（
５
）
事
業
内
容

①
指
定
野
菜
生
産
出
荷
安
定
資
金
造
成
事
業
（
１
／
５
以
内
）

１
４
７
，
８
６
５
千
円

指
定
野
菜
に
つ
い
て
、
価
格
の
低
落
時
に
生
産
者
に
対
し
価
格
差
補
給
金
を
交
付

②
契
約
野
菜
安
定
供
給
事
業
（
１
／
10以

内
、
１
／
４
以
内
、
１
／
３
以
内
）
４
０
０
千
円

契
約
野
菜
に
つ
い
て
、
契
約
取
引
に
係
る
天
候
変
動
等
に
よ
る
、
収
量
不
足
、
市
場
連
動

契
約
に
お
け
る
価
格
低
落
等
の
リ
ス
ク
を
軽
減

③
特
定
野
菜
等
価
格
安
定
対
策
事
業
（
１
／
３
以
内
、
１
／
４
以
内
）２

１
，
８
５
０
千
円

特
定
野
菜
及
び
指
定
野
菜
に
つ
い
て
、
価
格
の
低
落
時
に
生
産
者
に
対
し
価
格
差
補
給
金

を
交
付

④
み
や
ざ
き
特
産
野
菜
価
格
安
定
対
策
事
業
（
１
／
３
以
内
、
１
／
２
以
内
）

２
２
，
９
８
０
千
円

県
の
振
興
方
針
に
沿
っ
た
野
菜
で
国
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
野
菜
に
つ
い
て
、
価
格
の

低
落
時
に
生
産
者
に
対
し
価
格
差
補
給
金
を
交
付

⑤
野
菜
産
地
経
営
安
定
強
化
支
援
事
業
（
１
／
３
以
内
）

１
４
，
２
８
０
千
円

生
産
コ
ス
ト
の
低
減
対
策
の
他
、
高
付
加
価
値
農
産
物
の
生
産
や
契
約
栽
培
等
の
対
策
を

加
え
、
総
合
的
な
経
営
安
定
対
策
を
実
施
す
る
産
地
に
対
し
て
、
補
て
ん
率
を
強
化

３
事
業
効
果

《
事
業
参
加
産
地
数
》

指
定
野
菜
事
業
：
５
品
目
･
24産

地
、

特
定
野
菜
事
業
：
12
品
目
･
18産

地
、

県
事
業
：
15
品
目
・
36産

地

価
格
下
落
に
対
す
る
農
家
経
営
の
安
定
化
と
野
菜
産
地
の
継
続
的
な
発
展
が
図
ら
れ
る
。
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令
和
５
年
度
新
規
・
重
点
事
業
説
明
資
料

（
農
政
水
産
部
）

新
規
・
改
善
・
既
定

事
業
名
み
や
ざ
き
の
優
良
種
苗
供
給
体
制
構
築

課
名

農
産
園
芸
課

事
業

国
庫
・
県
単

１
事
業
の
目
的
・
背
景

本
県
野
菜
・
果
樹
類
の
優
良
種
苗
の
安
定
供
給
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
県
内
種
苗
業
者
等
と

産
地
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や
機
械
・
設
備
等
の
導
入
を
支
援
す
る
。

２
事
業
の
概
要

５
，
６
１
５
千
円

（
１
）
予
算
額

国
庫
：
１
，
０
０
０
千
円

一
般
財
源
：
４
，
６
１
５
千
円

（
２
）
財

源

令
和
４
年
度
～
令
和
６
年
度

（
３
）
事
業
期
間

営
農
集
団
等
、
Ｊ
Ａ
、
県

（
４
）
事
業
主
体

（
５
）
事
業
内
容

①
優
良
種
苗
供
給
体
制
構
築
事
業

２
，
０
０
０
千
円

ア
県
内
種
苗
業
者
等
の
情
報
共
有
を
図
り
、
「
種
苗
供
給
基
本
方
針
」
を
策
定

イ
種
苗
生
産
上
の
課
題
分
析
と
改
善
に
向
け
た
コ
ン
サ
ル
を
実
施

②
優
良
種
苗
確
保
産
地
緊
急
支
援
事
業
（
県
１
／
２
以
内
、
県
１
／
３
以
内
、
県
定
額
）

３
，
２
１
１
千
円

ア
種
苗
供
給
の
省
力
化
や
分
業
化
、
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
た
機
械
・
設
備
等
の
導
入
支
援

イ
ラ
イ
チ
の
優
良
苗
木
導
入
及
び
母
樹
育
成
の
支
援

③
県
推
進
事
務
費

４
０
４
千
円

３
事
業
効
果

《
種
苗
供
給
モ
デ
ル
の
構
築
令
和
３
年
度
０
品
目
→
令
和
６
年
度
３
品
目
》

優
良
種
苗
の
供
給
体
制
が
構
築
さ
れ
、
種
苗
生
産
の
効
率
的
分
業
化
や
県
内
生
産
者
へ
の
安
定

的
な
種
苗
供
給
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
県
園
芸
産
地
の
復
興
と
更
な
る
拡
大
が
図
ら
れ

る
。
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産地を担う大規模経営体の生産性向上と、大規模経営体等が核となったDX技術等を活用した分業化の推
進により、加工・業務用野菜産地の持続的な発展を図る。

事業の目的

加工・業務用野菜日本一産地確立事業新

農産園芸課 ９，３６０千円
【財源：国庫、一般財源】

⑴ 事業内容
① 加工・業務用産地確立支援事業（補助率 1／2、1／3以内）

分業体制の最適化に必要なデジタルツールの活用や農作業受委託
に係る経費、生産性向上に必要な資機材等の導入に係る経費を支援

② 加工・業務用産地確立推進事業
データ活用人材の育成による分業化の推進

⑵ 事業の仕組み

①県 市町村等 法人、営農集団等 ②県 民間企業

⑶ 成果指標
露地野菜産出額 現状（令和２年）265億円 → 令和７年 295億円

事業の概要

令和５年度～令和７年度事業の期間

補助 補助 委託
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加工・業務用野菜日本一産地確立事業新【別紙】

①加工・業務用産地確立支援事業
○大規模経営体等を主体とした分業化体制構築

作業受託

作業委託

作業委託による
生産力維持

作業受託の増加
による規模拡大

協業

②加工・業務用産地確立推進事業
○データ活用人材育成による分業化の推進

作業分析や最適化に向けた提案ができる人材の育成

●品種の選定
●種苗供給
●定植・播種時期
●作業受委託

●栽植様式
●使用肥料、農薬
●かん水基準
●作業受委託

●取引価格
●時期別取引量
●出荷規格

●収穫時期
●出荷規格
●作業受委託

取引
ルール

生産
工程

収穫
調整種苗 栽培管理 加工

販売

加
工
・
業
務
用
野
菜
産
地
の
維
持
・
再
生

作業の最適化に
よる生産性向上

加工・業務用原
料の安定調達

連携
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依然として県内産地へ大きな被害を与えているサツマイモ基腐病の効果的な防除対策として、かんしょ以外の作物との交
換耕作や地域輪作、健全苗の安定生産などを推進することにより、持続可能なかんしょ産地づくりを実現する。

事業の目的

サツマイモ基腐病対策強化事業改

令和５年度～令和７年度事業の期間

農産園芸課 ５，００５千円
【財源：国庫、一般財源】

⑴ 事業内容
① 初動対応強化による感染拡大防止対策事業（補助率 １／３以内）
・発病初期の迅速な発生株の持ち出しや、発生ほ場周辺の防除等への支援

② 交換耕作等推進事業（補助率 定額、１／２以内）
・かんしょ以外の作物とのほ場交換に伴う排水対策や土作り等への支援

③ 健全苗安定生産推進事業（補助率 １／３以内）
・茎頂培養苗の活用や苗生産に係る防除など、回復途中の産地での継続的な苗消毒等への支援

⑵ 事業の仕組み
①②③ 県 ＪＡ、農業法人、営農集団等

⑶ 成果指標
サツマイモ基腐病の発生実面積割合（県内）
現状（令和２年・３年平均）7.2％ → 令和７年 3.6％

事業の概要

補助
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サツマイモ基腐病対策強化事業【別紙】

持続可能なかんしょ産地へ

① 初動対応強化による感染拡大防止対策事業

＜増やさない＞
・ 発生初期における迅速な感染拡大防止、周辺防除推進

② 交換耕作等推進事業

＜残さない＞
・ 交換耕作や地域輪作等の推進、排水対策の推進

③ 健全苗安定生産推進事業

＜持ち込まない＞
・ 回復期に至った産地での継続的な苗消毒等の実施
※「みやざきの優良種苗供給体制構築事業」と連動

・ マニュアルの配布・研修会の開催等による対策推進の徹底
実証ほの設置

かんしょ

飼料作物

改
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令
和
５
年
度
新
規
・
重
点
事
業
説
明
資
料

（
農

政
水

産
部
）

新
規

・
改

善
・
既

定

事
業

名
農

業
用

ハ
ウ
ス

強
靱

化
緊
急

対
策

事
業

課
名

農
産

園
芸
課

国
庫

・
県
単

１
事
業
の

目
的

・
背
景

災
害
に

強
い

産
地
を

形
成

す
る
た

め
、

園
芸
産

地
に
お

け
る

非
常
時

の
対

応
能
力

向
上

に
向
け

た
複
数
農

業
者

に
よ
る

事
業

継
続
計

画
（

BCP）
の

策
定

を
支
援

す
る

と
と
も

に
、

BCPの
実
行
に

必
要
な
体

制
整

備
や
BC

Pの
実

践
に
必

要
な

ハ
ウ
ス

の
補

強
等
の

取
組

を
支
援

す
る

。

２
事
業
の

概
要

４
１

，
９
０
０

千
円

（
１

）
予

算
額

国
庫

：
４
１
，

９
０

０
千
円

（
２

）
財

源

令
和

３
年
度
～

令
和

５
年
度

（
３

）
事
業

期
間

農
業
者

の
組
織

す
る

団
体
等

、
地
域

農
業

再
生
協

議
会

、
市
町

村
（
４

）
事
業

主
体

（
５

）
事
業

内
容

①
事

業
継

続
計
画

の
検

討
及
び

策
定

等
（
定

額
）

１
，

０
０
０

千
円

事
業
継

続
計
画

の
検

討
及
び

策
定

に
向
け

た
検
討

会
の

開
催
、

補
強

や
保
守

管
理

の
た
め

の
技

術
指

導
や
講

習
会

の
開
催

な
ど

被
害
防

止
に
向

け
た

産
地
の

取
組

へ
の
支

援

②
既

存
ハ

ウ
ス
の

補
強

等
対
策

の
実

施
（
１

／
２
以

内
）

４
０

，
９
０
０

千
円

被
害
を

軽
減
す

る
た

め
に

実
施

す
る
ハ
ウ

ス
の
補

強
、

防
風
ネ

ッ
ト

や
換
気

扇
の

設
置
等

へ
の

支
援

３
事
業
効

果

《
事
業

継
続

計
画
の

策
定

面
積

105
ha》

事
業
継

続
計

画
の
策

定
に

よ
り
、

非
常

事
態

の
対
応
能

力
が

向
上
さ

れ
、

施
設
園

芸
の

生
産
基

盤
の
安
定

が
図

ら
れ
る

。
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